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1．はじめに 
 自動車運転免許人口の高齢化に伴い高齢ドライバー

事故の増加が社会的課題となっている1)。本研究では、

生活必需として運転をする高齢者に対してトレーニング

を実施する事により安全運転を維持し、安全な交通社

会の創造に貢献することを目的として、高齢ドライバー

のトレーニング手法の検討を行っている。 
 本稿は、トレーニング手法を検討するにあたり、高齢ド

ライバーに多発している事故類型を把握し、高齢ドライ

バー特有の交通事故発生要因特定の検討材料とする

ため、高齢ドライバーの事故類型の年齢別傾向分析を

行った。 
 既存の統計データ2)3)においては、図１(参考文献 3)の
データに基づき筆者が作成)のような事故類型を用いた

統計が行われている。 

図 1．年齢層別四輪車同士の事故類型割合 
（既存データ） 

ここから、高齢になるにしたがい出会い頭事故の割合

が増え、一方で追突事故が減っていることがわかる。た

だし、事故が発生した場所や自車がどのような行動をし

ているときに事故が発生したのかまでを把握はできない。

たとえば、「左折時」の事故は、自車または相手車のど

ちらかが左折をしていたときに発生した事故を示し、事

故発生場所の信号や一時停止表示の有無等は把握で

きない。 
 高齢ドライバーのトレーニング手法を検討するにあた

っては、さらに詳しく事故が多発している交通環境や行

動を特定することが必要だと考えられる。 
 そこで、本稿では任意の保険会社の保険事故のデー

タを用いて、高齢ドライバーの交通事故類型の特徴分

析を行った。交通事故類型の分類は、別冊判例タイム

ズ第十六号4)の図番号（以下、判タ図番号）にもとづい

て登録されている事故発生状況に着目して行った。 
 
2．分析データ 
 保険会社の保険事故のデータのうち、事故の発生状

況が判タ図番号に基づいて登録されたデータを対象

に分析を行った。データの対象期間は、2010 年度に

保険金の支払いが完了した事故である。まず、既存デ

ータと同様の分類で年齢層別の事故類型を把握し、既

存データと比較して大きな差がないことを確認した上で、

分析を行った。 
 
3.分析結果 
 保険事故データを分析した結果、65 歳以上の高齢ド

ライバーに多い事故は表１の通りであった。表１中の【】

内の数字は判タ図番号を示し A・B は自車が図中のど

ちらかを示す。「割合」は高齢ドライバーの事故件数に

占める割合を示す。「増減」の欄には加齢に伴う事故割

合の増減傾向を示した。 
高 齢 に な る に し た が い 、 【 57B 】 【 900A 】 【 106B 】

【100B】【60B】の事故は増加し、【920A】【920B】【107A】

【57A】の事故は減少している。特に、【57B】【106B】

【60B】と類似した場面での高齢ドライバーの挙動や意

識については以下のような調査結果がある。 
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表１ 高齢ドライバーの頻出事故 
No. 交通事故状況 割合 増減

1 【920A】追突事故（自車前方） 17% 減↓

2 

【57B】交差点における直進車同士の出会い頭事故 
 信号機により交通整理の行われていない交差点 
  自車に一時停止の規制がある場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6.7% 増↑

3 【920B】追突事故（自車後方） 5.2% 減↓

4 
【107A】同一方向に進行する車両同士の事故 
 追突事故（被追突車に法 24 条違反がある場合） 
  自車が追突車 

4.3% 減↓

5 

【900A】敷地内での駐車車両との追突・逆突事故 
 
 
 
 
 
 

4.0% 増↑

6 
【57A】交差点における直進車同士の出会い頭事故 
 信号機により交通整理の行われていない交差点 
  他方に一時停止の規制がある場合 

3.1% 減↓

7 

【106B】同一方向に進行する車両同士の事故 
 進路変更車と後続直進車との事故 
  自車が進路変更車 相手が直進車 
 
 

2.6% 増↑

8 【960A】道路側壁との接触 2.4% → 

9 

【100B】道路外出入車と直進車との事故 
 路外から道路に進入するための右折する場合 
  自車が路外から右折する車 相手が直進車 
 
 
 2.3% 増↑

10 

【60B】交差点における右折車と直進車との事故 
 同一道路を対向方向から進入した場合 
  直進車・右折車ともに青信号で進入した場合 
   自車が右折車 相手が直進車 
 

2.0% 増↑

 

 【57B】のような信号機のない交差点を非優先道路から

通過する場合を調べた結果によると5、高齢層と青年層

が停止、徐行せずに交差点を通過する割合同程度で

あり、中年層に比べて約 2 倍高かった。このような場面

で高齢になるにしたがって一時停止しない傾向が事故

増加につながっていると推測できる。【106B】が増加して

いる背景としては、高齢者は非高齢者と比較して「車線

変更などの後方確認は、ミラーだけでは死角ができるの

で振り返って目視も行う」という意識が低い6ことが影響し

ていると考えられる。【60B】と類似した場面において、高

齢ドライバーに対向車を走ってくる２台の車間距離をみ

て右折可能であるかの判断をさせた実験においては、

対向車のスピードが高くなると同じ車頭間隔でも余裕が

あると判断しがちだという結果が出ており7、相手のスピ

ード感、距離感の推測能力が低下していることが事故

増加に影響していると推測できる。 
 このように、高齢者の事故の原因には判断能力の低

下や危険認識の低下が影響していることが考えられる。 
 
4.まとめ 
 本稿では、保険会社の保険事故データを用いて、高

齢ドライバーにおいて多発・増加している事故類型の特

定を行いその増加の背景にある要因の検討を行った。 

 今後は高齢になるにしたがい増加傾向のある事故類

型をターゲットとしてトレーニング手法の検討をおこなっ

ていく予定である。 
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